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施策検討の補足資料 

第２次糸魚川市一般廃棄物処理基本計画（P28）の具体的な取り組みに関して、参考とし

た委員の皆様からの意見を以下のとおり整理いたしました。 

 

具体的な取り組みに関して参考とした「委員の皆様からの意見」 

 具体的な取組み 参考意見（ワークショップ） 

（1） 
『もったいないの心』 
10 か条の推進 

・余計にものを買わない（値引きにつられて）＜周知＞ 
・こわれやすいものはあまり買わない＜周知＞ 
・不用品のゆずりあい 
・食品、他の包装の見直し簡素化 

（2） 
環境学習・環境教育への
支援 

＜ごみ減量全般＞ 
・なぜごみの減量が必要なのか？ということを PR 

(広報)することに力を入れる 
・市でごみ減量強調月間等の取組みを行う 
・ごみ減量各家庭への PR 不足 
・他市町村での効果的な取り組みについて紹介して 
ほしい 

・出前講座などによる意識向上 
・プラのごみを少なくするにはどういうアイデアが 
あるか？ 

・ごみを減らさないのは「悪」か？（糸魚川では東京 
のようなごみ戦争がない） 

・ごみ減量の限界では（家庭ごみ） 
・紙ごみの減量 
・紙を燃やせる→資源へ＜周知＞ 
・紙ごみを入れる紙バックの使用を周知 
・分別の適正化 

＜意識啓発＞ 
・公民館単位で市役所のごみ対策の話をわかりやすく
説明してほしい 

・環境出前講座推進(自治会単位)をお願いする 

＜子どもたちの教育＞ 
・小・中学校でのごみ分別学習 
・小・中学校・高校生にも授業又は見学等を行い、 
意識向上を図る 

・子どもを教育して子どもが親を教育する 

（3） 
中高生向けの啓発パンフ
レット、動画の作成 

・若者の路上での食べ歩きはごみ捨ての原因となる 
・都会はヒドイ、地方もマネされると困る 

（4） 施設見学会の実施 
・住民の意識向上のため、ツアー(施設見学)を公民館 
を通して実施する 
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 具体的な取組み 参考意見（ワークショップ） 

（5） 
マイバッグ等持参運動の
展開 

＜ごみ減量全般＞ 
・レジ袋廃止を市がお店へ依頼し実施（買い物袋を 
支給する） 

＜レジ袋削減＞ 
・買い物袋を安く販売するよう、補助制度を作り宣伝 
する 

・レジ袋回収システム 
・再利用、ポイントバック 
・ポリ袋、スーパー有料化を強力に進める 
・マイバック運動 
・ビニール袋をもらわない 

＜プラごみ減量＞ 
・レジ袋の有料化 
・レジ袋有料にしても良い。 
・入善町等は 2 円支払っている 

（6） ドギーバッグの利用推進 
・ドギーバッグ（折詰め）の利用 
・宴会時の食べ残しは持ち帰りする運動（おり詰め） 

（7） 生ごみの減量 

・生ごみの水分を少しでも減らすにはどうすれば良い
のか？ 

・生ごみの専用袋 
・生ごみの肥料へ活用 
・生ごみを出さないよう食推や調理 
・もったいない利用レシピ 
・コンポスト 
・生ごみたい肥化（補助金） 
・過去のコンポ、生ごみ処理機の販売が下火になった、
もっと工夫したら 

・フードドライブ（食品の寄附行為） 

（8） 
事業所における生ごみの
減量 

・食品ロスへの取組み 
・食品ロスの現状の見える化改善等の PR、広報 

HP 等で！ 

（9） 
20・10・0（にーまる・
いちまる・ぜろ）運動の 
推進 

・食品ロスへの取組み（再掲） 
・食品ロスの現状の見える化改善等の PR、広報 

HP 等で！（再掲） 
・エコショップ、20.10.0 は事業系のみに！ 
・「20.10.0」運動のポスターを作成しお店へ配布し 
貼ってもらう。 

（10） イベントごみの排出抑制 継続事業 

（11） 資源物集団回収の周知 

・資源物(紙類)を増やすためコマーシャル 
・PR 袋でもちろん紙袋 
・学校・PTA 活動でアルミ缶回収などしていたら 
もっと PR して協力しよう！ 

（12） 
拠点回収協力の拡充と 
周知 

継続事業 

（13） ごみ有料化の検討 ・ごみ有料化の実施 

（14） 
事業系ごみの処理責任の
明確化と処理手数料の 
見直し 

・事業系ごみ削減・リサイクル周知 
・事業系紙ごみの搬入の規制 
・事業系ごみの分別徹底 
・業者へ行って話す 
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